
物価高騰で捕獲経費が増加している狩猟者や農業者に対し、集落や農地周辺に生息する加害性の高い鳥獣
の捕獲経費や効率的に捕獲するためのICT機器の導入等を支援する。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 捕獲経費等支援事業（補助率 定額）

物価高騰に伴う捕獲経費とジビエ利活用促進を支援
② ICT等を活用した鳥獣被害対策技術導入支援事業（補助率 定額）

・サーモカメラ付きドローンと狩猟者の連携による効率的な捕獲
・捕獲通知システムや電気柵モニタリングシステム等の導入
・光や音による追い払いや防鳥ネット等の鳥類被害対策の導入

⑵ 事業の仕組み
① 県 市町村、協議会 県 民間企業
② 県 市町村、協議会

⑶ 成果指標
農作物の鳥獣被害額

現状（令和６年）334,384千円 → 令和８年 295,000千円
鳥獣被害対策ICT機器導入台数 現状（令和６年）496台 → 令和８年 546台

事業の概要

加害性の高い鳥獣の重点捕獲支援事業

令和７年度事業の期間

農業普及技術課 ４０，０８６千円
【財源：国庫（重点交付金）】

新

補助
委託

〔左 電気柵モニタリングシステム〕
〔右 捕獲通知システム〕

〔サーモカメラ付きドローンとその画像〕

加害性の高い鳥獣の重点捕獲支援事業新

負担金貸付出資

改

【留意事項】
○財政課への説明資料等をリバイス

○枠の大きさは、変更不可

○概説書の事業の内容以外は記載しない。
（現状や課題等は不要）

【別紙】

○コスト上昇

くくりわな価格
14%増

○農作物被害額の増加

○捕獲活動の負担大

現状 事業内容

空振り 空振り

狩猟者

ヒヨドリの食害

市町村・鳥獣被害対策協議会県

支援 支援

①捕獲経費の補助

②ICT等を活用した捕獲の効率化
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捕獲

サーモカメラ付きドローン
と狩猟者の連携による

効率的な捕獲

捕獲通知システム
からメール通知

農業者

防鳥ネットによる
被覆

狩猟者
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